
日
本
共
産
党
甲
府
市
議
団

ご
意
見
、
生
活
相
談
な
ど
は
℡
２
２
６-

４
９
９
１
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
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子育て支援・介護・健康づくり…
福祉向上・負担軽減を

（古上条町在住）
内藤しろう

（朝日在住）
清水ひでとも

木内なおこ
（山宮町在住）

甲府市議団
ニ ュ ー ス
（市政活動報告書）
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山
梨
県
と
市
町
村
が

連
携
し
て
実
施
し
た
「
や

ま
な
し
子
ど
も
の
生
活

ア
ン
ケ
ー
ト
」
の
中
間

報
告
が
、
昨
年
11
月
に

出
ま
し
た
。

　

県
内
の
子
ど
も
の
貧

困
率
は
10
・
６
％
。
母

子
家
庭
や
非
正
規
雇
用

の
家
庭
の
子
ど
も
た
ち

が
、
経
済
的
に
困
窮
し

た
状
況
に
置
か
れ
て
い

る
こ
と
な
ど
が
明
ら
か

に
な
り
ま
し
た
。

　

質
問
に
た
い
し
市
は
、

同
報
告
で
、「
経
済
的
理

由
に
よ
り
与
え
て
い
な

子
ど
も
の
貧
困
調
査
中
間
報
告

貧
困
率
は
10
・
６
％

い
も
の
」
と
し
て
「
学

習
塾
に
通
わ
せ
る
」
が

最
も
多
く
、「
利
用
し
た

い
支
援
」
に
つ
い
て
は
、

「
無
料
で
宿
題
な
ど
学
習

指
導
を
提
供
す
る
学
習

支
援
」
が
最
も
多
か
っ

た
、
な
ど
と
答
弁
し
ま

し
た
。

高
校
生
ま
で
の
医
療

費
無
料
化
を

　

子
ど
も
医
療
費
無
料

化
を
実
施
し
て
い
る
市

町
村
に
た
い
す
る
、
国

民
健
康
保
険
へ
の
国
庫

負
担
の
減
額
調
整
（
ペ

　

甲
府
市
が
中
核
市
に

な
る
こ
と
で
増
え
る
事

務
は
２
３
９
８
件
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
42
人
だ

け
の
増
員
で
は
、
さ
ら

に
職
員
に
負
担
が
増
え
、

「
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
」
ど

こ
ろ
か
「
サ
ー
ビ
ス
の

後
退
」、
既
存
の
業
務
へ

の
支
障
、
職
員
の
健
康

悪
化
を
引
き
起
こ
す
と

中
核
市
移
行
…
さ
ら
な
る
検
証
を

指
摘
し
ま
し
た
。

　

中
核
市
移
行
に
伴
う
、

歳
入
増
は
、
歳
出
増
よ

り
も
64
万
円
多
い
と
市

は
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
歳
入
増
の

86
％
を
占
め
る
地
方
交

付
税
に
つ
い
て
、
国
は

削
減
圧
力
を
強
め
て
い

る
こ
と
な
ど
も
考
え
れ

ば
、
財
政
的
に
も
無
理

が
あ
り
ま
す
。

　

中
核
市
は
そ
も
そ
も
、

人
口
30
―
50
万
人
の
自

治
体
を
対
象
と
し
た
制

度
で
す
。

　

２
０
１
９
年
４
月
移

行
に
こ
だ
わ
る
こ
と
な

く
、
さ
ら
に
検
証
を
深

め
る
こ
と
を
求
め
ま
し

た
。

ナ
ル
テ
ィ
ー
）
が
、
４

月
か
ら
廃
止
さ
れ
る
こ

と
な
ど
を
指
摘
し
、
高

校
３
年
生
（
18
歳
）
ま

就
学
援
助
の
拡
充
を

　

就
学
援
助
は
、
義
務

教
育
の
無
償
を
具
体
化

し
、
経
済
的
な
困
難
を

抱
え
る
家
庭
の
小
中
学

生
の
学
用
品
費
な
ど
を

補
助
す
る
仕
組
み
で
す
。

　

甲
府
市
で
も
、
少
子

化
に
伴
い
、
就
学
援
助

の
支
給
額
が
減
っ
て
い

る
こ
と
を
指
摘
し
、
認

定
基
準
（
現
在
は
生
活

保
護
基
準
の
１
・
３
倍
）

を
広
げ
て
、
よ
り
多
く

の
子
ど
も
に
就
学
援
助

を
支
給
す
る
こ
と
、
国

の
制
度
に
な
っ
た
新
３

項
目
（
ク
ラ
ブ
活
動
費
・

生
徒
会
費
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
会

費
）
も
支
給
対
象
に
す

る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
、
秋

か
ら
の
実
施
が
狙
わ
れ

て
い
る
生
活
保
護
基
準

の
削
減
に
連
動
さ
せ
て

就
学
援
助
認
定
基
準
を

改
悪
し
な
い
よ
う
求
め

ま
し
た
。

保
育
所
「
待
機
児
童
」

本
当
に
ゼ
ロ
？

　

保
育
所
等
利
用
待
機

児
童
の
数
に
つ
い
て
市

は
、「
厚
生
労
働
省
の
新

し
い
定
義
を
適
用
し
て

も
『
ゼ
ロ
』」
と
答
弁
し

ま
し
た
。

　

し
か
し
、０
歳
、１
歳
、

２
歳
児
な
ど
の
、
年
度

途
中
か
ら
の
希
望
す
る

園
へ
の
入
所
は
難
し
く
、

職
場
復
帰
や
再
就
職
が

で
き
な
い
例
が
出
て
い

ま
す
。

　

同
省
の
定
義
な
ど
で

は
、「
自
宅
か
ら
20
―
30

分
未
満
で
登
園
が
可
能

な
保
育
所
等
が
あ
る
場

合
に
は
、
待
機
児
童
数

に
は
含
め
な
い
」
な
ど

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
保
育
所
が
職
場
と
方

向
が
違
う
場
合
や
、
朝

の
混
雑
を
考
え
れ
ば
現

実
的
で
は
な
い
。
実
態

を
よ
く
把
握
す
る
べ
き

だ
」
と
指
摘
し
ま
し
た
。

「
不
承
諾
」
は
42
人

　

４
月
１
日
現
在
、
希

望
し
た
保
育
所
等
の
利

用
は
「
不
承
諾
」
だ
け

れ
ど
も
、「
他
に
利
用
可

能
な
保
育
所
等
が
あ
る
」

「
復
職
に
関
す
る
確
認
が

で
き
な
い
」
な
ど
と
さ

れ
て
、「
待
機
児
童
で
は

な
い
」
と
さ
れ
た
子
ど

も
は
市
内
に
42
人
い
ま

す
。

で
の
医
療
費
を
窓
口
無

料
化
す
る
よ
う
求
め
ま

し
た
。
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甲
府
市
の
平
成
30
年

度
の
予
算
案
の
う
ち
、

一
般
会
計
予
算
、
国
民

健
康
保
険
事
業
特
別
会

計
予
算
、
介
護
保
険
事

業
特
別
会
計
予
算
、
住

宅
新
築
資
金
等
貸
付
事

業
特
別
会
計
予
算
の
４

予
算
案
に
反
対
し
ま
し

た
。

　

甲
府
市
は
類
似
都
市

と
比
較
し
て
借
金
の
多

い
自
治
体
で
す
が
、
小

中
学
校
な
ど
公
共
施
設

の
長
寿
命
化
な
ど
必
要

な
事
業
の
ほ
か
、
甲
府

城
周
辺
の
「
地
域
活
性

化
」
や
リ
ニ
ア
中
央
新

幹
線
新
駅
周
辺
整
備
事

業
、
動
物
園
整
備
事
業

も
控
え
て
い
ま
す
。

　
「
身
の
丈
以
上
」
の

開
発
が
、
社
会
保
障
や

教
育
の
抑
制
に
な
ら
な

い
か
。

　

ま
た
、
人
員
削
減
が

限
界
に
き
て
い
る
な
か

で
、
い
っ
そ
う
の
職
員

へ
の
負
担
増
や
、
窓
口

業
務
の
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ

ン
グ
な
ど
、
さ
ら
な
る

民
間
委
託
化
の
拡
大
に

よ
り
公
務
本
来
の
役
割

を
後
退
さ
せ
な
い
か
、

不
安
が
残
り
ま
す
。

　

市
民
生
活
も
「
収
入

の
伸
び
悩
み
」「
税
金

等
負
担
増
」
で
家
計
に

悩
み
を
抱
え
て
い
ま

す
。
消
費
の
回
復
な
く

し
て
地
域
経
済
も
よ
く

な
り
ま
せ
ん
。
市
の
予

算
も
「
市
民
福
祉
の
向

上
」
や
、「
市
民
負
担

の
軽
減
」
が
求
め
ら
れ

ま
す
。

　

し
か
し
新
年
度
予
算

で
は
、
介
護
保
険
料
や

国
民
健
康
保
険
料
は
値

上
げ
、
子
ど
も
の
数
が

減
少
す
る
こ
と
で
予
算

的
に
も
可
能
と
な
っ
て

き
た
、
す
こ
や
か
子
育

て
医
療
費
助
成
の
対
象

年
齢
や
就
学
援
助
制
度

の
拡
大
は
見
送
ら
れ
て

い
ま
す
。
経
済
効
果
が

確
か
な
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
助
成
事
業
は
廃
止
さ

れ
ま
し
た
。
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今
年
は
、
３
年
ご
と

の
介
護
保
険
料
の
改
定

の
年
で
す
。
３
月
市
議

会
に
は
、　

保
険
料
（
基

準
額
、
月
額
）
を
６
４

８
２
円
に
引
き
上
げ
る

議
案
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

保
険
料
は
制
度
ス

タ
ー
ト
か
ら
上
が
り
続

け
、
当
初
（
同
２
９
４

２
円
）
の
２
・
２
倍
で
す
。

　

８
月
か
ら
は
「
年
金

収
入
３
４
０
万
円
以
上
」

の
人
の
利
用
料
は
、
３

割
負
担
に
引
き
上
げ
ら

れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

代
表
質
問
で
、
①
介

護
保
険
料
値
上
げ
中
止
、

介
護
保
険
料
ま
た
値
上
げ

保
険
料
お
よ

び
利
用
料
の

福
祉
用
具
貸
与

を
、
必
要
と
す
る

人
に
保
障
す
る
こ

と
、
③
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
の
増

新設された特別養護老人ホームを視察しました
＝４月５日、甲府市内

「
健
康
都
市
こ
う
ふ
」に
つ
い
て

　
「
健
康
都
市
こ
う
ふ
基

本
構
想
」
の
策
定
に
あ

た
り
、
経
済
的
・
時
間

的
余
裕
の
な
い
人
た
ち

を
健
診
や
事
後
指
導
、

精
密
検
査
に
つ
な
げ
る

な
ど
、「
健
康
格
差
」
解

消
の
観
点
を
盛
り
込
む

こ
と
を
、
一
般
質
問
で

求
め
ま
し
た
。

　

市
は
「
良
好
な
社
会

環
境
の
構
築
に
向
け
た

取
り
組
み
に
も
意
を
注

い
で
ま
い
り
た
い
」
と

答
弁
し
ま
し
た
。

保
健
師
な
ど
体
制
整

備
を

　

さ
ら
に
、
保
健
師
を

は
じ
め
と
す
る
推
進
体

制
の
整
備
を
求
め
ま
し

た
。

　

市
は
「
保
健
師
な
ど

の
専
門
職
を
含
む
人
材

を
配
置
す
る
な
か
、
福

祉
保
健
部
に
新
た
な
課

を
新
設
す
る
。
平
成
31

年
度
以
降
に
つ
い
て
も
、

事
務
執
行
に
支
障
を
き

た
さ
ず
、
円
滑
に
遂
行

で
き
る
よ
う
、
組
織
整

備
を
図
る
」
と
答
え
ま

し
た
。

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
継
続
を

　

地
元
工
務
店
が
施
工

し
た
住
宅
改
修
の
費
用

に
対
し
て
助
成
す
る
「
住

宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
事

業
」
に
つ
い
て
、
地
域

経
済
の
活
性
化
や
、
住

環
境
の
向
上
に
効
果
を

上
げ
て
い
る
と
、
市
も

認
め
て
き
ま
し
た
。

　

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
２

０
１
７
年
度
は
予
算
が

半
分
に
減
ら
さ
れ
、
２

住宅リフォーム助成事業の延長を求める署名を提
出する、甲府民主商工会のみなさん（左奥）
＝３月２６日、市役所

市
営
住
宅
の
連
帯
保

証
人
に
つ
い
て

　

市
営
住
宅
入
居
の
際
、

連
帯
保
証
人
を
確
保
で

き
ず
に
、
入
居
を
あ
き

ら
め
る
事
例
が
み
ら
れ

ま
す
。

　

代
表
質
問
で
、
他
市

の
例
を
示
し
、
家
賃
滞

納
の
恐
れ
が
な
い
程
度

の
収
入
が
あ
る
人
な
ど

に
つ
い
て
も
、
連
帯
保

証
人
を
不
要
に
す
る
こ

と
を
求
め
ま
し
た
。

個
人
番
号
に
つ
い
て

　

自
治
体
か
ら
５
月
に

事
業
者
へ
送
付
さ
れ
る

地
方
税
特
別
徴
収
税
額

の
決
定
・
変
更
通
知
書

（
特
別
徴
収
義
務
者
用
）

へ
の
、
従
業
員
の
個
人

番
号
の
記
載
に
つ
い
て
、

市
は
、「
以
降
に
つ
い
て

保
険
料
値
上
げ
、
身
の
丈
以
上
の
開
発
…

４
予
算
案
に
反
対

は
記
載
し
な
い
」
と
答

弁
し
ま
し
た
。

０
１
８
年
度
は
廃
止
さ

れ
ま
し
た
。

　

代
表
質
問

で
、
同
事
業

を
継
続
す
る

こ
と
、
ス
タ

ー
ト
当
初
の

予
算
規
模
、

助
成
件
数
を

回
復
す
る
こ

と
を
求
め
ま

し
た
。

軽
減
の
拡
充
、
②
専
門

家
に
よ
る
介
護
、
看
護
、

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、

設
、
④
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
へ
の
支
援
強

化
を
求
め
ま
し
た
。


